





Study of Main Halls in Jyodo Sect in Edo Period 
(part v) 
The Main Halls Planed according the Buddistic Hall Style， Anrakuji， etc. 
Kiyoshi OKANO 
During the middle and late Edo period， main halls of Jyodo sect especially in large and 
middle class temples increased the tendency to build tbem flashy and made a typical Buddistic 
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図7 崇運寺本堂現状平面図
三百両，当寺十三世底誉寿三十七…・」とあり，様式的
にみても妥当と思われる。現本堂は旧本堂を動かして現
書院とした跡へ寛保元年(1741)に建立した。寄棟造，
桟瓦葺で，前面に1聞の向拝がつき，背面に角屋を出し
て位牌堂となっており，左右の後部に控室を設けた，浄
土宗中型本堂の定型である(図 5)。
復原すると後部の位牌堂や控室は新材であるのでもと
はなくなり，もとの位牌壇は一直線になっており，現在
の内陣裏 I間後方の脇仏壌の前権(中央を切取って裏の
位牌堂へ入るように改造された〉がそのま L旧位牌壇で
あった(図6，写真 6)。又，現在左右の位牌の間背面の
襖間仕切の筒端柱の相対する内側にはもとの位牌壇の権
跡があることから現在背面両脇の控室に付されている位
牌壇が9尺前進して付されていた(図 6，写真 7)こと
が分る。
外廻りは正面は三折の桟唐戸を開き，周囲は中敷居で，
3本溝で戸締り，正側3面に濡縁を付ける(図 5)。堂内は，
前面にのみ 1間巾の広縁を取り込み，その奥を広い外陣
が占める。外陣後部は内陣の両横を囲って脇の聞となり，
その奥に位牌の問(長4帖〉が続く(図 5)。
内陣が外陣に突出している部分は円柱綜付の柱を用
い，虹梁，頭貫，台輪を廻らし，出三斗斗棋を載せて，
中備なく，内陣の側面は1スパンなので虹梁中央に大瓶
束を立て，位牌間正面には虹梁を架け，同様に大瓶束を
立て，肘木の高さに貫を入れ，何れも虹梁上は板の壁(絵
入)となり，虹梁は黒漆塗，絵様は金箔おき，小壁から
上は極彩色で，内陣の内外面を華麗にしている。(写真
8， 9)。
228 岡野 清
この小壁の扱いについては内陣寄りの上部隅の斗横と
の噛み会いが不自然であり，出三斗の真横に小震の下貫
や板欄聞を押しつけたことになり，柱上綜もあって欄聞
が納っていないところをみても，もとは虹梁上は開放だ
ったか，建造中に変更されたものと思われる〈写真 9)。
広縁外陣境も中央間は内法を一段上げて大差鴨居を架
し，その他は内法長押を通すが，建具は用いなL、。内陣
まわりから位牌の間前にかけては型の通り敷居状の上段
権を付けて下に羽目板を入れ，床高を程上端まで上げて
いるが，もとは内陣，位牌聞の床も板張りであった。天
井は広縁，外陣，脇の間，位牌聞は棒縁，内陣は析上格
天井である。内陣と位牌聞の床高については，床下に床
が外陣と同一面に下っていたと思われる仕口も見受ける
が，内陣柱廻りには他寺の古い例の様に中敷居結界権も
なく，その上部は虹梁で，建具も当初から存在せず，内
陣廻り，位牌壇前は開放に造られるので，床も一段上っ
た新型の過渡期のものであったと見た方がよく，この期
を境にこの地方で‘は新型の内陣の扱いとなっていたと考
えたし、。
崇運寺本堂 一色町佐久島西山深草派
この本堂が建造されたのは様式的にみて幕末と思われ
るが，以来改造も殆んどなく，内陣，位牌の間の床が最
初から上階になっている他は前掲の諸例と総じて一致し
ており，当時の典型的平面がわかる(図 7)。この堂は前
掲の諸寺が建立以来諸般の要請によって増築改造されて
きたので，各々復元考察することによって当初の原型を
探って究明したのに対し，現状平面のま Lそれらの復元
結果とほぼ合致するので，あえて徳川家にかわりなくこ
こに掲げた。
結び
今回取上げたものは，何れも愛知県下の大中型の徳川
家とかかわりのある寺で，仏堂型本堂の主要なものであ
る。他にも江戸初期のもので，名古屋の相応寺本堂(寛
永12年1635)や超大型の本堂である建中寺本堂(天明 7
年1787)等が存在するが，平面は何れもほぼ正方形で，
入母屋造向拝付。大型のものは四面乃至三面に広縁を取
込み(中型以下は前面のみ)，およそ前半分を占めた広い
外陣と脇の問で内俸の前側面を固い，内陣まわりから位
牌間前へ折れた円柱の柱聞に中敷居の結界や虹梁を廻ら
して，この部分を特に装飾華やかに荘厳する。古い型で
は脇の間，外陣境も建具で仕切り，内陣，位牌間前の結
界権上も建具で、戸締っていたが，時代が降るにつれて虹
梁を入れ開放されるとともに，その部分の床高が上げら
れて内陣の尊厳を保つ型に定着したのである。
(受理昭和56年1月16日)
